
第11回王寺駅周辺再整備推進会議を開催しました（令和5年7月14日）
王寺町では平成30年5月に策定した「王寺駅周辺地区まちづくり基本構想」に基づき、第8回より、民間活力

を活かした拠点機能の集約・向上を目指し、駅南エリアについて検討を進めています。
令和5年7月14日に第11回王寺駅周辺再整備推進会議を開催しました。

王寺駅周辺のまちづくりについて 令和5年7月 第11号

テーマ

主な意見

事務局より、西和医療センターの移転・再整備の検討について
報告を行い、交通量調査の結果に基づいた、駅前広場と駐輪場整
備の方向性について、参加者に意見を求めました。

＜まちづくり基本計画策定に向けたスケジュール＞

・駅前広場の再整備に活用できる土地が確定できない状況のため非常に検討が難しい状況であるが、現在の交通

量等を理解した上で、まちづくりに取り組んでいくということは必要だと思う。（井村委員）

・西和医療センターの移転の方向性が決定するまで期間が空くのであれば、自治会員が情報に触れる機会がなく

なってしまうので、その間に分科会を開いて欲しい。商業を営んでいる方は、この状況に非常にストレスを感

じている。（寺川委員）

・7町の総意で王寺駅南側を候補地としたのであれば、王寺駅南側が西和医療センターの移転先として優れている

ことを定量的な数字で示すべきである。（村上委員）

・病院の移転の有無によって、駅利用者が大きく異なる。それにより、駅前広場の必要面積等の条件が変わって

しまうため、方向性が決まった段階で検討を行った方がよい。（土井座⾧）

＜交通量調査実施結果による南駅前広場整備の方向性について＞

・歩行者の乱横断を防止するため、自治会から西和警察署に対し、駅前広場内での駐停車禁止等の対応を求めて

いるが、できないという回答であった。（寺川委員）

・駅前広場内において、不法駐輪は一切ない。これは、地域の方が、毎週木曜日の朝６時から立哨して不法駐輪

について指導を行っている効果が出ているものである。（寺川委員）

・非常に混雑しており、危険な駅前広場であると認識している。そのため、駅前の各利用者の方が快適に利用で

きるよう、スペースを確保することが大事だと思う。（大久保委員）

＜駐輪場整備の方向性について＞

・西和医療センターが王寺駅南側に移転しない場合については、コストはかかると思うが、町営南駐車場と町営

西駐輪場をまちづくりに活用するということも可能ではないか。（中山委員）
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